
「小鹿島(ソロクド)の天使」とよばれる看護師、 
マリアンヌさんとマルガリータさんを

ノーベル平和賞に推薦する100万人署名運動に、
ご協力をお願いします！

マリアンヌ・マルガリータ・ノーベル平和賞推薦 
100万人署名運動に下記のホムページアドレスより

ご登録お願いします。

mm.kna.or.kr

MARIANNE & 
MARGARITHA

One-Million-Signature

マリアンヌさんとマルガリータさんを

ノーベル平和賞に推薦する100万人署名運動に

ご協力をお願いします！

two nurses

MARIANNE & 
MARGARITHA

• �利己主義がはびこる現代において、40年余りにわた
り、ハンセン病患者のために献身し続けたマリアンヌ
さんとマルガリータさんを、ノーベル平和賞候補に推
薦し、世界の人々に人権尊重とボランティアの精神を
伝える

推進の背景

• �全羅南道庁、高興郡庁および「社団法人マリアンヌ·マ
ルガリータ」が実務者グループとして、「マリアンヌ
・マルガリータ・ノーベル平和賞国民推進委員会」の
構成を推進

- �キム・ファンシク元国務総理を委員長に、政界、国際
機関、自治体、社会市民団体の代表など計３８名が委
員として、ノーベル平和賞候補推進活動を全国的に盛
り上げるため取り組みを実施中

推進の現況

ノーベル平和賞候補推薦の推進について

Marianne Stöger 
(1934 ~ )

Margaritha Pissarek
(1935 ~ )



「小鹿島（ソロクド）の天使」、 
  マリアンヌさんとマルガリータさんの生涯

小鹿島のハンセン病患者を看護するために、半生を看護
師として、一切報酬を受け取らず、ボランティアとして
献身したのち、故郷オーストリアへ帰って行った、マリ
アンヌさんとマルガリータさん。二人の自己犠牲とボラ
ンティア精神を称え、人類の精神的資産に するために、
ノーベル平和賞候補推進署名運動を推進します。二人の
人間愛によって、小鹿島は癒しの島、希望の島となり、
二人の 信念は人々の胸に永遠に刻まれることでしょう。

ひっそりと、しかし、途切れることなく続けられた二人
の小鹿島での献身は、実に40年余りに及びました。その
間、6000人に達していた患者は600人までに減りまし
た。2005年、二人は健康が悪化すると、「周りの皆さん
に迷惑をかけたくない」という、一通の手紙を残したま
ま、ひっそりとオーストリアに帰って行きました。

マリアンヌさんとマルガリータさんは、ハンセン病患者
を身近に接しながら積極的に看護することで、ハンセン
病患者に対する社会の偏見を打ち破りました。今や、小
鹿島病院の看護師においては、ケアは基本的に素手で行
われているといいます。また、二人の献身と努力が知ら
れたことで、小鹿島には毎年全国から医療奉仕団とボラ
ンティアの人々が押し寄せ、「ボランティア天国」とな
っています。

者を看護する様
子をみて、さら
に驚きました。
当時は病院の医
師でさえ感染を
恐れ、マスクと
手袋を何重にも
着けたうえで、
患者を離れたと
ころに座らせて
治療に当ってい
ました。　しか
し、二人の看護
師はまったく違
いました。白衣
一枚だけをはおり、患者の面倒を見たのです。素手でた
だれてくっついた患者の手足の指を触り、体の隅々を
消毒しました。傷口を治す途中、膿が顔面に飛び散って
も、顔色ひとつ変えることなく、治療を続けました。む
しろ患者の方が二人のことを心配するほどでした。

さらに二人は、薬が足りなくなると、オーストリア・カ
トリック婦女運動協会等に要請して薬を取り寄せ、また
結核・失明・精神病患者向けの病棟を新築して、恵まれ
ない人々に医療施設を提供しました。修女会から送られ
た生活費は、患者のおやつ代にあてられました。二人が
暮らした3坪あまりの部屋には、小さなたんすだけが置
かれていました。

リアンヌさんと
マルガリータさ

んはオーストリア出身
の看護師です。
二人は、韓国の小鹿島
(ソロクド)に看護師が
必要だという情報を伝
え聞き、20代に単身で
小鹿島を訪れ、生涯の
ほとんどを過ごしまし
た。マリアンヌさんは
1962年から43年間、
マ ル ガ リ ー タ さ ん は
1966年から39年間、
それぞれ小鹿島でハン
セン病患者を看護しました。看護師として訪れた二人は
「シスター」と呼ばれ、年を取ってからは患者から「お
ばあちゃん」と慕われました。メデイアでは二人を「小
鹿島の天使」と呼んでいます。

二人が小鹿島に到着した際、ハンセン病患者達は二度驚
いたといいます。まず、青い目をした金髪の外国人に
初めて会ったからです。そして、二人がハンセン病患

マ

「小鹿島の天使」と呼ばれる看護師のマルガリータさん(左)とマ
リアンヌ(右)さんが 全羅南道高興国立小鹿島病院で患者を看護
している。法務部提供。
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